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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メダルの径状に応じた半円弧状のガイド溝と、前記ガイド溝に沿って移動してきたメダ
ルを衝接させるための背板と、前記背板に衝接したメダルを筐体内に投入させるためのメ
ダル投入口と、前記メダル投入口から投入されたメダルを下方に向けて案内する中空状の
案内部とを備えた遊技機のメダル投入部であって、
　前記メダル投入部の裏側に、前記案内部に挿入される物品を検知する物品検知センサを
収容可能とするボックス部材を設けると共に、
　前記物品検知センサを収容した前記ボックス部材は、前記メダル投入部の裏側に取り付
けられた状態にあっては、ほぼ密閉状態、かつ前記案内部の前部をなし、前記物品検知セ
ンサが前記案内部の前部をなす部分を介して前記案内部の内部通路に臨むことを特徴とす
る遊技機のメダル投入部。
【請求項２】
　前記物品検知センサは、前記ボックス部材の内部から前記案内部の前記内部通路に対し
て光を発光、受光する光反射型であり、
　前記ボックス部材の前記案内部の前部をなす部分には、透明部が設けられていることを
特徴とする請求項１に記載の遊技機のメダル投入部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、スロットマシン等の遊技機のメダル投入部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、スロットマシン等の遊技機は、遊技者がメダル等の遊技媒体（以下、メダルと
いう）をメダル投入部から投入し、今回の遊技に賭けるメダル数を選択するベットボタン
を押圧し、複数個のリールからなる可変表示装置を回転させ、この可変表示装置が停止し
た際の各リールに描かれている図柄や数字等の識別情報が所定の組み合せとなると、その
組み合わせの態様に応じて予め定められた枚数のメダルが払い出されるように構成されて
いる。
【０００３】
　従来、このようなスロットマシン等の遊技機におけるメダル投入部ａは、図１３に示さ
れるように、全体が亜鉛ダイキャスト品で形成されているものであって、メダルの径状に
応じた半円弧状のガイド溝ｂと、ガイド溝ｂに沿って移動してきたメダルを衝接させるた
めの背板ｃと、背板ｃに衝接したメダルを筐体内に投入させるためのメダル投入口ｄと、
メダル投入口ｄから投入されたメダルを下方に向けて案内する中空状の案内部ｅと、筐体
にメダル投入部ａを固定するための左右一対のフランジ部ｇとを備えて構成されていた（
例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２１４４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記した従来のメダル投入部ａにあっては、メダル投入口ｄから異物が
挿入されて、筐体内のセンサ（例えば、メダル通過センサ）や電装基板等がいたずらされ
るという問題があった。
　そこで、このような問題を解決するために、異物の侵入やメダルの通過をチェックする
ための検知センサをメダル投入口ｄ近傍に設けることが考えられるが、メダル投入口ｄに
は、案内部ｅの上部が一体的に連なっているために取付スペースがないという問題があっ
た。
　また、検知センサをただ単に取り付けただけでは、検知センサそのものが異物によるい
たずらによって誤作動させられてしまうという問題がある。
　そして、そのために、メダル投入口ｄの近傍にセンサや電装基板等を設けることは難し
かった。
【０００６】
　本発明は、こうした事情に鑑みてなされたものであり、メダル投入口近傍にセンサや電
装基板等を設けることができ、しかも、異物によるいたずらからセンサや電装基板等を保
護することができる遊技機のメダル投入部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため請求項１に記載の発明は、メダルの径状に応じた半円弧状のガ
イド溝と、前記ガイド溝に沿って移動してきたメダルを衝接させるための背板と、前記背
板に衝接したメダルを筐体内に投入させるためのメダル投入口と、前記メダル投入口から
投入されたメダルを下方に向けて案内する中空状の案内部とを備えた遊技機のメダル投入
部であって、
　前記メダル投入部の裏側に、前記案内部に挿入される物品を検知する物品検知センサを
収容可能とするボックス部材を設けると共に、
　前記物品検知センサを収容した前記ボックス部材は、前記メダル投入部の裏側に取り付
けられた状態にあっては、ほぼ密閉状態、かつ前記案内部の前部をなし、前記物品検知セ
ンサが前記案内部の前部をなす部分を介して前記案内部の内部通路に臨むことを特徴とす
る。
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【０００８】
　請求項１に記載の発明によれば、ボックス部材がメダル投入部の裏側に取り付けられた
状態にあってはほぼ密閉状態となるので、メダル投入口から異物が入れられてもボックス
部材の内部に収容した物品検知センサをいたずらすることはできない。さらには、このボ
ックス部材は案内部の一部をなしているので、メダル投入口近傍にボックス部材を取り付
けるための取付スペースを確保することができる。これにより、メダル投入口近傍にメダ
ル通過センサを設けることができ、しかも、異物によるいたずらから物品検知センサを保
護することができる遊技機のメダル投入部を提供することが可能となる。
【０００９】
　上記目的を達成するため請求項２に記載の発明は、前記物品検知センサは、前記ボック
ス部材の内部から前記案内部の前記内部通路に対して光を発光、受光する光反射型であり
、前記ボックス部材の前記案内部の前部をなす部分には、透明部が設けられていることを
特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の発明の作用効果に加えて、メダル投
入口から投入されたメダルの適否を判別し振り分けたのち、正規のメダル投入数をカウン
トするメダル選別装置（所謂セレクタ）のメダルセンサと合わせてメダルの投入枚数がダ
ブルチェックできるようになり、セキュリティを強化することができるようになる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の遊技機のメダル投入部によれば、メダル投入部の裏側に、物品検知センサを収
容可能とするボックス部材を設けた。しかも、このボックス部材は、メダル投入部の裏側
に取り付けられた状態にあっては、ほぼ密閉状態、かつ案内部の一部をなしている。これ
により、メダル投入口近傍に物品検知センサを設けることができ、しかも、異物によるい
たずらから物品検知センサを保護することができる遊技機のメダル投入部が実現する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明に係るメダル投入部の好適な一実施形態を、スロットマシンを例に図面を
参照して説明する。
　図１は、スロットマシンの外観構造を示した正面図、図２は、前扉を開放した状態にお
けるスロットマシンの内部構造を示した正面図、図３は、本発明に係るメダル投入部の分
解斜視図、図４は、同メダル投入部の正面図、図５は、同メダル投入部の背面図、図６は
、同メダル投入部の右側面図、図７は、同メダル投入部の左側面図、図８は、同メダル投
入部が操作パネル上に取り付けられた状態を示す側断面図、図９は、同メダル投入部が操
作パネル上に取り付けられた状態を示す平面図である。
【００１３】
　まず、スロットマシンの構成について説明する。
　図１，２に示されるように、スロットマシン１は、略矩形状の箱体である筐体２（図２
に図示）と、当該筐体２と蝶番機構とにより開閉可能に取り付けられた前扉３とを備えて
いる。前扉３の前面側は、上部パネル部４と下部パネル部５とに略区分され、これらは視
覚効果を高めてデザインされた所謂化粧板として硬質プラスチックにより一体形成されて
いる。さらに、下部パネル部５の下方には、入賞時に払い出されるメダルを貯留する受皿
部６ａが一体形成された受皿ユニット６が設けられている。
【００１４】
　また、上部パネル部４と下部パネル部５との間には、ゲーム操作を行うためのスイッチ
類が配置されている操作卓７が遊技者側に突出した状態で一体形成されている。操作卓７
は、前面に後述するスタートレバー７５やストップボタン７６ａ，７６ｂ，７６ｃ等が配
設されるフロントマスクと、上面にベットボタン７２，７３やメダル投入部７１等が配設
されるようにフロントマスクに保持された操作パネルとを備えている。そして、上部パネ
ル部４、下部パネル部５、受皿ユニット６、及び操作卓７は、遊技者側に面し、これらに
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よって「前面パネル部」が構成される。
【００１５】
　上部パネル部４の中央には、硬質プラスチック板で形成されたパネル面４１が設けられ
ている。このパネル面４１のほぼ中央には、略矩形状の透明な表示窓４０が形成され、こ
の表示窓４０を通して、筐体２内に設けられている可変表示装置を構成するリールユニッ
ト１００（図２に図示）の３個のリール１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃが目視されるよう
になっている。
【００１６】
　上部パネル部４の上部には、レンズパネルの内部に高輝度発光ダイオード等の光源を内
蔵する照明手段としての照明演出装置４６と、ゲームに係る効果音を発生させるスピーカ
を内蔵する左右一対の演出用放音部４７ａ，４７ｂとがそれぞれ配置されている。これら
演出用放音部４７ａ，４７ｂの間には、透明な硬質プラスチック板等が嵌め込まれて形成
された表示窓４０に面してスロットマシン１の演出装置としての液晶表示演出装置４８が
配置されている。なお、この液晶表示演出装置４８は、ゲームの演出に係る映像やゲーム
（遊技）に関する情報を主に表示する。
【００１７】
　上部パネル部４の側部には、蛍光灯や高輝度発光ダイオード等で形成された演出用照明
部４９ａ，４９ｂが設けられている。そして、ゲームの進行に応じて上述した照明演出装
置４６、複数の演出用照明部４９ａ，４９ｂ等が点灯或いは点滅することで、ゲームにお
ける視覚的な演出効果を高めるように形成されている。なお、照明手段としての照明演出
装置４６は、スロットマシン１の遊技状態を報知する手段としても機能するようになって
いる。
【００１８】
　操作卓７の操作パネルの上面右側には、メダルを投入するためメダル投入口が形成され
たメダル投入部７１が設けられている。なお、このメダル投入部７１については後で詳述
する。
【００１９】
　また、この操作パネルの上面左側には、押しボタンスイッチである３個のベットボタン
７２，７３，７４が設けられている。これらベットボタン７２，７３，７４は、スロット
マシン１の１ゲームに賭けるメダルの枚数を提示するためのボタンスイッチである。すな
わち、ゲームを開始する際に、ベットボタン７２が１回押圧操作されることで、貯留され
ているメダルのなかから１枚のメダルがゲームに対して賭けられ、同様に、ベットボタン
７３が１回押圧操作されることで２枚のメダル、ベットボタン７４が１回押圧操作される
ことで３枚のメダルが当該ゲームに賭けられる。なお、ベットボタン７４は、最大枚数の
メダルを賭けることから、特に「マックスベットボタン」と呼ばれている。
【００２０】
　操作卓７の前面左側には、リール１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃの回転停止をそれぞれ
指示するためのストップボタン７６ａ，７６ｂ，７６ｃが各リールの配列に対応して並設
されている。
【００２１】
　さらに、操作卓７の前面の左隅には、ゲームに賭けられたメダルをキャンセルして払い
出させることを指示すると共に、メダルクレジット手段（図示せず）が内部保留したメダ
ルを精算して払い出されることを指示するための精算ボタン７７が設けられている。
【００２２】
　操作卓７の前面右側には、メダル投入後に詰まったメダルを排出するイジェクトボタン
７９と、前扉３を開錠するための鍵が挿入される鍵穴７８とが設けられている。そして、
この鍵穴７８にスロットマシン１の管理者などが所定の鍵を挿入して開錠操作すると、蝶
番機構によって筐体２に取り付けられている前扉３を前方へ開くことができる。また、前
扉３を筐体２側に閉じると、自動的にこれらを施錠するようになっている。
【００２３】
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　下部パネル部５には、スロットマシン１のモデルタイプを遊技者へ認識させる等のため
、登場キャラクターの意匠等を表示するパネル５１が設けられている。さらに、この下部
パネル部５の下側には、受皿ユニット６、入賞時にメダルを排出するメダル払出口６１、
演出効果音を発生させるスピーカを内蔵した演出用放音部６２等が配置されている。さら
に、受皿ユニット６には、メダル払出口６１から払い出されたメダルを貯留する受皿部６
ａが形成された受皿部材、遊技者の喫煙の用に供するための灰皿部材６５が備えられてい
る。
【００２４】
　次に、筐体２の内部構造と前扉３の裏面構造とを図２を用いて説明する。
　図２に示されるように、筐体２内の上部には、スロットマシン１の全体動作を集中制御
するＣＰＵ（マイコン）を備えた主制御基板２０が、硬質プラスチック製のケース２３内
に収容された状態で取り付けられている。
【００２５】
　筐体２内の中央には、リール１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃを備えた可変表示走を構成
するリールユニット１００が回転可能に設けられている。このリールユニット１００は、
前扉３が筐体２側に閉じられると前扉３のパネル面４１の表示窓４０にリール１０１ａ，
１０１ｂ，１０１ｃが対向するように、所定フレームに位置決めされて取り付けられてい
る。
【００２６】
　リールユニット１００は、円筒形状のリール１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃがそれぞれ
回転軸方向に並置されて構成されており、各リール１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃの外周
面には、その周方向に沿って複数種類の図柄や数字等による識別情報が描かれている。遊
技者は、パネル面４１の表示窓４０を通して３列のリールに描かれたそれぞれ上下方向３
個の図柄等（識別情報）を目視できるようになっている。なお、各リールｌ０１ａ，１０
１ｂ，１０１ｃは、それぞれに内蔵されたステッピングモータによって回転駆動される。
【００２７】
　また、リールユニット１００の上部には、リールｌ０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃを回転
駆動するステッピングモータへ４相の駆動パルス信号を送出する回胴装置基板が取り付け
られており、主制御基板２０が回胴装置基板に回胴駆動（励磁）パルスデータを送出する
ことで、リールｌ０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃの回転、制動及び停止の制御を行っている
。
【００２８】
　リールユニット１００の下方には、ホッパ装置２１と、このホッパ装置２１から溢れた
メダルを収容するための補助貯留部２２と、主電源装置２４とが設けられている。主電源
装置２４の側面には、いわゆる配電盤に相当する電源装置基板が設けられている。また、
筐体２の上部右側の内壁に、外部出力端子２５ａを備えた外部集中端子基板２５が取り付
けられている。
【００２９】
　前扉３の裏面側上部には、上述した演出用照明部４６を構成する光源３３と、演出用放
音部４７ａ，４７ｂに対向したスピーカ３２ａ，３２ｂとが配設されている。さらに、こ
れらスピーカ３２ａ，３２ｂの間には、液晶表示演出装置４８（図１に図示）が配設され
ている。また、この液晶表示装置４８の裏面側には、電気回路基板で形成されたサブ制御
基板３０が硬質プラスチック製のケース３１に収納された状態で配設されている。
　なお、符号３０ａは、サブ制御基板３０から照明駆動信号を、いわゆる「島」側に送出
するための外部出力手段としての外部出力端子である。
【００３０】
　主制御基板２０は、スロットマシン１全体の動作を統括制御し、サブ制御基板は３０は
、液晶表示演出装置４８による演出映像の表示制御、照明演出装置４６及び演出用照明部
４９ａ，４９ｂを用いた演出効果証明制御、演出用放音部４７ａ，４７ｂ，６２を用いた
演出効果音制御等、ゲームの演出に係る制御を主に行う。
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【００３１】
　サブ制御基板３０の下方には、リールｌ０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃを目視させるため
の透明な表示窓４０が形成されたパネル面４１が配置されている。また、このパネル面４
１には、リールｌ０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃの外周面を照射して図柄を明るく表示させ
るための冷陰極蛍光ランプ４４と、この冷陰極蛍光ランプ４４を駆動するインバータ４５
と、スタートレバー７５及びストップボタン７６ａ，７６ｂ，７６ｃ等の操作スイッチ類
の出力信号を主制御基板２０へ転送する中継基板としての中央表示基板４３とが、ユニッ
ト化された状態で配設されている。
【００３２】
　パネル面４１の下方には、メダル選別装置３４が配設されている。このメダル選別装置
３４は、メダル投入部７１下側においてメダル投入部７１に投入されたメダルの適否を判
別し振り分ける装置である。さらに、このメダル選別装置３４は、メダルセンサを内蔵し
ており、ゲームの待機状態等において正規のメダルが投入されてメダルセンサがこのメダ
ルを検出すると、メダル投入の受け付けを示す信号を主制御基板２０へ送出するようにな
っている。
【００３３】
　メダル選別装置３４の側方には、メダル選別装置３４によってメダル選別装置３４の側
面から排出された正規のメダルを筐体２内に設けられたホッパ装置２１へ案内するガイド
部材３５と、メダル選別装置３４により排除されたメダル（或いは異物）を下方のメダル
排出口６１へ案内するガイド部材３６とが配設されている。さらに、前扉３の裏面側下部
には、ホッパ装置２１から排出されたメダルをメダル排出口６１へ案内するガイド部材３
７が配設されている。さらに、メダル排出口６１に隣接した位置には、スピーカ３８が上
述した演出用放音部６２に対向するように取り付けられている。
【００３４】
　次に、スロットマシン１に設けられたメダル投入部７１について図３～９を用いて詳細
に説明する。
　メダル投入部７１は、図３に示されるように、本体部７１０、背板部７１１、ボックス
部材７１２を互いにネジ止め固定することによって一体化される３分割構造が用いられて
いる。
【００３５】
　本体部７１０は、亜鉛ダイキャストにより成型されているものであって、図３，４に示
されるように、その上面側には、メダルの径状に応じた半円弧状のガイド溝７１０ａと、
このガイド溝７１ａ上のメダルをスムーズに移動させるように前後方向に向かって延びた
複数の小溝７１０ｂとが一体形成されている。さらに、ガイド溝７１０ａを形成する左右
のガイド壁７１０ｃ，７１０ｄは、左側のガイド壁７１０ｃが右側のガイド壁７１０ｄよ
りも高くなるように形成されている。
【００３６】
　本体部７１０の後部には、図３に示されるように、背板部７１１と接合する接合面部７
１０ｅと、背板部７１１を左右側から挟み込むように保持するように後方に向かって突設
された左右一対の突設部７１０ｆ，７１０ｇと、メダル投入口７１３（図４に図示）の一
部（前側）をなすように背板部７１１に対向配置される対向面部７１０ｈとが凹凸状に形
成されている。
【００３７】
　さらに、接合面部７１０ｅには、背板部７１１の上部左側を挿通した固定用ネジ７１４
が螺合するネジ孔（図示せず）が形成されていると共に、このネジ孔の下方には、本体部
７１０に背板部７１１を精度良く位置決め固定するための位置決めピン７１０ｉ（図５に
図示）が後方に向かって突設されている。
【００３８】
　本体部７１０の裏面側には、背板部７１１の下部右側を挿通した固定用ネジ７１５が螺
合するネジ孔７１０ｉが穿設されたフランジ部７１０ｋが下方に向かって延設されている
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と共に、ネジ孔７１０ｉの左斜め上方には、本体部７１０に背板部７１１を精度良く位置
決め固定するための位置決めピン７１０ｍ（図５に図示）が後方に向かって突設されてい
る。
【００３９】
　さらに、本体部７１０の裏面側には、ボックス部材７１２を取り付けるための取付スペ
ースが確保されていると共に、ボックス部材７１２の隅部を挿通し、ボックス部材７１２
を本体部７１０の裏面側に固定するための固定用ネジ７１６，７１７が螺合するネジ孔（
図示せず）が２つ形成されている。さらには、ボックス部材７１２を本体部７１０の裏面
側に精度良く位置決め固定するための位置決めピン（図示せず）が下方に向けて突設され
ている。
【００４０】
　背板部７１１は、亜鉛ダイキャストにより成型されているものであって、図３～５に示
されるように、本体部７１０の後部において縦壁状に結合固定されるようになっている。
この背板部７１１の中央には、ガイド溝７１０ａに沿って移動してきたメダルを衝接させ
る、いわゆる背板としての衝接部７１１ａが形成されている。そして、この衝接部７１１
ａは、その下方側が本体部７１０と共にメダル投入口７１３を形成すると共に、メダル投
入口７１３から投入されたメダルをメダル選別装置３４に案内する中空状の案内部の一部
（この場合、後部）をなすようになっている。さらに、この衝接部７１１ａの下部、つま
り案内部７１８の背板側の一部には、凹凸部が一体的に形成されている。
【００４１】
　背板部７１１の上部左側には、図３に示されるように、固定用ネジ７１４が挿通するネ
ジ孔７１１ｂが穿設されていると共に、このネジ孔７１１ｂの下方側には、位置決めピン
７１０ｉが挿通する挿通孔７１１ｃが穿設されている。
　また、背板部７１１の下部右側には、固定用ネジ７１５が挿通するネジ孔７１１ｄが穿
設されている共に、このネジ孔７１１ｄの左斜め上には、位置決めピン７１０ｍが挿通す
る挿通孔７１１ｅが穿設されている。
　さらにまた、背板部７１１の下部には、メダル投入部７１を操作パネルに取り付け固定
する際に用いられる２つの挿通孔７１１ｆ，７１１ｇが、衝接部７１１ａを左右から挟む
ように形成されている。
【００４２】
　ボックス部材７１２は、全体が透明な合成樹脂（例えば、硬質プラスチック）により形
成されているものであって、図３に示されるように、上方に向かってのみ開口していると
共に、その内部にはセンサや電装基板を収納可能な空間が形成されている。なお、ボック
ス内部は、縦横に細かく区切られているが、これに限定されるものではなく、例えば、日
状、目状、田状に区切ることもできる。また、仕切を設けなくてもよい。さらにまた、ボ
ックス内部に、センサや電装基板を固定するための固定爪（図１０，１２参照）を一体形
成してもよい。
【００４３】
　ボックス部材７１２の前部には、メダル投入部７１を操作卓７の操作パネルに取り付け
固定する際に用いられる突設片部７１２ａが前方に向けて突設されており、この突設片部
７１２ａと本体部７１０の下面側とで、操作パネルを上下方向から挟み込むようになって
いる（図８参照）。そして、この突設片部７１２ａは、メダル投入部７１と操作パネルと
の隙間に対して前方から異物が挿入された場合に「異物返し」としても機能するようにな
っている。
【００４４】
　また、このボックス部材７１２は、図９に示されるように、パネル面４１と同じ向きと
なるように操作パネル上に取り付け固定されているものではなく、よりスムーズにメダル
が投入できるように、若干内向きとなるように斜めに取り付けられている。
【００４５】
　ボックス部材７１２の上部には、図３に示されるように、固定用ネジ７１６，７１７が
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挿通するネジ孔７１２ｂ，７１２ｃが設けられていると共に、ボックス部材７１２を本体
部７１０の裏面側に精度良く位置決め固定するように本体部７１０の裏面に設けられた位
置決めピン（図示せず）が挿通する挿通孔７１２ｄ，７１２ｅが穿設されている。
【００４６】
　ボックス部材７１２の後部には、メダル投入口７１３から投入されたメダルをメダル選
別装置３４に案内する中空状の案内部の他部（この場合、前部）をなす縦壁状の案内前部
７１２ｆが形成されている。すなわち、この案内前部７１２ｆによって、ボックス部材７
１２の内部に収納配置されたセンサや電装基板等が、案内部の内部に形成された通路を臨
むことができるようになっている。さらに、この案内前部７１２ｆは、横方向に向かって
凹凸が繰り返されるような波状に形成されている。
【００４７】
　ここで、ボックス部材７１２の内部に光反射型の検知センサを収納配置した場合につい
て図１０～１２を用いて説明する。
　図１０は、光反射型の検知センサを収納配置したメダル投入部の側断面図、図１１（ａ
），（ｂ）は、光反射型の検知センサの発光、受光を説明するための図、図１２は、光反
射型の検知センサが収納されるメダル投入部の内部構造を示した分解斜視図である。
【００４８】
　図１０～１２に示されるように、光反射型の検知センサ７１８は、背板部７１１の衝接
部７１１ａとボックス部材７１２の案内前部７１２ｆによって形成された案内部７１９内
を通過するメダル（或いは異物の挿入）を検知する光反射型のメダル通過センサであって
、上下方向に離間して配置された発光部７１８ａ及び受光部７１８ｂが、案内前部７１２
ｆを介して案内部７１９の内部通路に臨んだ状態で、ボックス部材７１２に一体成形され
た固定爪７１２ｇによってしっかりと固定されている。
【００４９】
　この光反射型の検知センサは、受光の有り無しでメダルの通過（或いは異物の挿入）を
検知するようになっており、図１１（ａ）に示されるように、発光部７１８ａが発光した
光が案内部７１９の後部をなす背板部７１１によって反射されると受光部７１８ｂが受光
してメダルの通過（或いは異物の挿入）が無いことを検知する。また、図１１（ｂ）に示
されるように、発光部７１８ａが発光した光が案内部７１９内を通過するメダル（或いは
異物）によって反射されると受光部７１８ｂが受光できないことにより、メダルの通過（
或いは異物）を検知するようになっている。そして、この光反射型の検知センサ７１８が
メダル（或いは異物）を検出すると、メダル通過（或いは異物挿入）を示す信号を主制御
基板２０へ送出するようになっている。
【００５０】
　主制御基板２０は、この光反射型の検知センサからの検出値と、メダル選別装置３４の
メダルセンサからの検出値とに基づいて、メダル投入口７１３から投入されたメダルの枚
数をダブルチェックし、メダルが案内部７１９を通過していないにも関わらずメダルクレ
ジットが増加する等の不正行為が行われていないかチェックする。これにより、従来より
もセキュリティが強化されることとなる。
　以上、ボックス部材７１２の内部に光反射型の検知センサ７１８を収納配置した場合に
ついて説明した。
【００５１】
　なお、本実施形態にあっては、ボックス部材７１２全体を透明としたが、これに限定さ
れるものではなく、ボックス部材７１２の後部のみを透明としてもよい。さらにまた、ボ
ックス部材７１２の内部空間には、光反射型の検知センサ７１８だけでなく、電装基板（
例えば、ＬＥＤを用いたもの）、セキュリティに関する装置、メダル検知の予備の検知装
置等を収納配置することができる。さらには、ボックス部材７１２の内部空間に収納する
センサや装置によっては、ボックス全体を半透明或いは不透明としてもよい。
【００５２】
　かかる構成によれば、ボックス部材７１２がメダル投入部７１、つまり本体部７１０の
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異物が入れられてもボックス部材７１２の内部に収容したセンサ或いは電装基板をいたず
らすることはできない。さらには、このボックス部材７１２の後部は、案内部７１９の前
部をなす案内前部７１２ｆをなしているので、メダル投入口７１３の近傍にボックス部材
７１２を取り付けるための取付スペースを確保することができる。これにより、メダル投
入口７１３の近傍にセンサや電装基板等を設けることができ、しかも、異物によるいたず
らからセンサや電装基板等を保護することができる遊技機のメダル投入部を提供すること
が可能となる。
【００５３】
　さらに、ボックス部材７１２における透明な案内前部７１２ｆを介して、ボックス部材
７１２の内部から案内部７１９の内部通路に対して光を発光、受光するような光反射型の
検知センサ７１８を設けることができるようになる。これにより、メダル投入口７１３か
ら投入されたメダルの適否を判別し振り分けたのち、正規のメダル投入数をカウントする
メダル選別装置３４のメダルセンサと合わせてセキュリティを強化することができるよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】スロットマシンの外観構造を示した正面図である。
【図２】前扉を開放した状態におけるスロットマシンの内部構造を示した正面図である。
【図３】本発明に係るメダル投入部の分解斜視図である。
【図４】同メダル投入部の正面図である。
【図５】同メダル投入部の背面図である。
【図６】同メダル投入部の右側面図である。
【図７】同メダル投入部の左側面図である。
【図８】同メダル投入部が操作パネル上に取り付けられた状態を示す側断面図である。
【図９】同メダル投入部が操作パネル上に取り付けられた状態を示す平面図である。
【図１０】光反射型の検知センサを収納配置したメダル投入部の側断面図である。
【図１１】（ａ），（ｂ）は、光反射型の検知センサの発光、受光を説明するための図で
ある。
【図１２】光反射型の検知センサが収納されるメダル投入部の内部構造を示した分解斜視
図である。
【図１３】従来の遊技機のメダル投入部を示した斜視図である。
【符号の説明】
【００５５】
１…スロットマシン（遊技機）
７１…メダル投入部
７１０…本体部
７１０ａ…ガイド溝
７１１…背板部
７１１ａ…衝接部（案内部の後部）
７１２…ボックス部材
７１２ｆ…案内前部（案内部の前部）
７１３…メダル投入口
７１８…光反射型の検知センサ
７１９…案内部
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